
(2)大学院
平成9年度大学院学生
宜長頬学専攻

氏 名 学年 指耕敦官

嶋田 誠 D5 庄式亭菰

岡本暁子 D3 杉山幸丸

栗田仲之 D3 杉山幸丸

GuTjaBehyD3 庄武孝義

山根 到 D3 三上孝允

呉田陽一 D2 小嶋群三

佐藤 明 D2 松沢哲郎

田代輔子 D2 加納隆至

田仲祐介 D2 三上申允

宮本俊彦 Dl 茂原信生

伊藤浩介 Dl /川島群三

泉 明宏 Dl 小嶋群三

大平耕司 Dl 林 基治

研死テーマ

アフリカ霊長校の種分

化と地域分化

ムーアモンキーの社会

交渉

ニホンザルにおける初

期発達と初期死亡につ

いて

ゲラダヒヒの集団遺伝

学的研究

短期記憶にもとづく運

動に関する運動前野の

働き

霊長類の音声知覚

霊長矧 こおける因果推

論の研究

アフリカ大型校人猿の

採食生態

視覚系における異種情

報の統合処理過程

ニホンザル下肢骨の加

齢変化

霊長規の性格の生物学

的研究

霊長頬の聴覚

霊長類脳発達における

神経栄養因子の分子生

物学的研究

竹元博幸 Dl 杉山幸丸 ギニアポッソウの植物

環境とチンパンジーの

採食生態

松原 幹 Dl 杉山幸丸 霊長類の繁殖戦略と採

食戦略の関連

水谷俊明 Dl 松沢哲郎 音声コミュニケーショ

ンにおける声道共鳴の

役割

加藤まどか M2 三上頚允 想起にもとづく刺激選

択に関与する前頭連合

野の活動

早川祥子 M2 杉山事丸 野生ニホンザルの交尾

行動と繁殖戦略
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来 由香子 M2平井啓久

平田 聡 M2 松沢哲郎

船越突放 M2 大将秀行

DyahPerwitasari-FarajalIah

M2 川本 芳

落合牧子 Ml 小嶋群三

下岡ゆき子 Ml 加納隆至

土田順子 Ml 小嶋群三

藤田志)B Ml 杉山事丸

マ-モセットの実験動

物学

チンパンジーの社会的

知性

野生ニホンザルの保全

生態学的研究

インドネシアのカニク

イザルの遣伝的変異性

に関する研究

サル現頂連合野におけ

る感覚情報と運動情報

の統合機能の解明

クモザルの社会構造

加齢に伴うaTg,知機能の

変化に関する研究

ニホンザルの性行動

(研究概要)

嶋田 誠 :グリベットモンキーの熊田退伝学的研

究

グリベットモンキーの10地域熊田の処田内及び

集団間変晃をタンパクTIおよびミトコンドリアD

NAの多型により解析し､繁殖処団の構造と群れ

の分布域変動の歴史を考祭した｡

岡本暁子 :ムーアモンキーの社会交渉

インドネシア ･スラウェシ島に生息するムーア

モンキーを対象に､行動の至近要因や機能に関す

る検討をおこなった｡

乗田博之 :ニホンザルにおける初期発達と初期死

亡について

高崎山のニホンザルを対象として0歳仔の体重を

縦断的に測定した｡またニホンザルの6つの個体

群のデータを用いて初期死亡の性差についての既

存の仮説を検証した｡

GurjaBelay:PopulationGeneticStudyof

TheropithecusgeradaontheSouthem partof

Ethiopia.

Iperformedfieldsurvey andblood

samplingfrom 23/9/95-26/3/96.Blood

sampleswerecollectedfrom 3-4populations

andbroughttoPrimateResearchInstitutefor



analysis.48individualwerescreenedusing

SGE,PAGE,IEFelectrophoresistechniques

for36bloodproteinloci.

山根 到 :短期記憶に基づく運動に関する運動前

野の働き

記憶の保持と運動の遂行を時間的に分離した課

題をしているサルの運動前野から記憶の保持や運

動に関するニューロン活動を記録した｡運動前野

は記憶の保持阜運動の実行の両方に関与している

ことを明らかにした｡

呉田陽一 :霊長規の音声知覚

新世界ザルにおける音声処理のメカニズムを行

動学および神経科学的に解明する｡

佐藤 明 :霊長類におけるEB果推論の研究

主に視覚情報の維持的な変化を手がかりに霊長

規が行う因果推論的な情報処理の過程を検討し､

その機能を明らかにする｡

田代的子 :アフリカ大型転入猿の採食生態

コンゴ民主共和国ワンバ森林とウガンダ共和国

カリンズ森林における較人猿の採食 ･環境利用の

データをもとに､チンパンジーとボノボの採食生

態の比較研究をおこなった｡

田仲祐介 :視覚系における異種情報の統合処理過

程

視覚系において､側頭連合野の形態祝の処理へ

運動祝の惜報が､どのように関与しているかを調

べるために､課題中のサル上側頭溝上部の神経細

胞活動を記録した｡単一の細胞で､この統合過程

が成立しないことを示した｡

宮本俊彦 :ニホンザル下肢骨の加齢変化

ニホンザルの下肢骨における加齢に伴う骨変形

を明らかにし､その要EBを考察した｡

伊藤浩介 :霊長類の性格の生物学的研究

昨年度の研究において開発したサルの性格査定

法の妥当性と信頼性を確かめた｡その後新潟大学

脳研究所に特別研究学生として出向き､機能的

MRIの勉強をした｡

泉 明宏 :周波数チャネル間の統合

ヒトとニホンザルにおける無音区間の長さの弁

別閲を測定し,周波数が異なる成分の体制化につ

いて考察した｡

大平桝司:神経栄養因子受容体の免疫組織化学

神経栄養因子受容体の一つであるtruncated-

TrkBに対する抗体を用いた免疫組綴化学法を確

立､大脳新皮質での組紙分布について調べた｡

竹元博幸 :ギニアポッソウの植物現境とチンパン

ジーの採食生態

ギニア国ポッソウにおける野生チンパンジーの

採食生態解明のため.チンパンジーの食物と採食

星を直接観察と糞分析によって､また中核遊動域

内の植生､季節別食物生産量を調査した｡

松原 幹 :霊長類の繁殖戦略と採食戦略の関連

野生ヤクシマザルの性行動と雌雄の近接関係の

変化による採食行動への時間的 ･空間的 ･社会的

影響を調べ､交尾戦術の違いによる採食行動の変

化を明らかにし､採食 ･交尾競合の関連性から群

の構造 ･動態について考察した｡

水谷俊明 :音声コミュニケーションにおける声道

共鳴の役割

霊長類が発声するときの声道形状を元に発声モ

デルを作成し､ヒトとサルのフォルマント利用を

比較する｡

加藤まどか :想起にもとづく刺激選択に関与する

前頭連合野の活動

遅延つき対連合課題遂行中のサルから､単一神

経細胞活動を記録したところ,前頭連合野下膨隆

部が､想起された視覚イメージの保持に関与する

と同時に､想起にもとづく選択課程にも関わって

いることを示唆した｡

早川祥子 :野生ニホンザルの交尾行動と繁殖戦略

屋久島西部のヤクザル野生群を対象とした交尾

行動を観察し解析した｡また､既成のプライマー

セットのヤクザルにおける多様性をしらぺ､さら

に新しいDNAサンプルとして r尿Jの使用を実

用化することにより野生群にて父子判定を行うこ
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とを可能にした｡

来 由香子 :コ.モンマ-モセットにおける胎盤吻

合キメラ現象の細胞生物学的解析

マ-モセット科のサルで見られる胎盤吻合起因

性のキメラ現象を､放色体を指標として解析した｡

また.コモンマーモセット奴色体の基本的特性を

分子細胞迫伝学的手法を用いて解析した｡

平田 聡 :チンパンジーの社会的知性

チンパンジーが他のチンパンジーのもつ ｢知識｣

について理解しているのかについて実験的に検証

した｡2ベアの実験結果より､チンパンジーは,

他のチンパンジーが ｢知っている｣あるいは r知

らない｣という心的状態をもつことについて理解

していることが示唆された｡

船越美穂 :野生ニホンザルの保全生態学的研究

日本の山に存在する様々なタイプの植生における

ニホンザルの環境収容力を求め､動物と森林の保

全計画を立てる｡

D.p-FarajalIah:VariationinBloodProteins
andMitochondrialDNAwithinandbetween

LocalPopulationsofLongtailMacaques

(MacacafbscL'cuJaTLs)ontheIslandofJava.

Indonesia.

Iexamined31bloodproteinloci,and

restrictionfragment】engthprofilesofaPCR

pr∝luctofmitochondrialDNAcontainingD-

loopregionusing6kindsofrestriction

endonucleases(AluI.HaeⅢ,Hinfl,MboⅡ,

MspIandSau3Al)inordertoquantifythe

levelofgeneticvariationoflongtail

macaques(MacacaFascLIcuJaTIs).Samples

werecollectedfromninesocialgroupsinfive

localitiesofWestJav孔Indonesia.

落合牧子 :サル頭頂連合野における感覚情報と運

動情報の統合機能の解明

到達運動課招遂行中のサルの研TR連合野からニ

ューロン活動を記録 ･解析し.瑚Tfi連合野で視覚

偶報と運動情報がどのように統合されるのかを明

らかにする｡

下岡ゆき子 :クモザルの社会桐追

コロンビア ･マカレナ地域で野生クモザルを対

象に､その離合熊取が何をきっかけに､どのよう

に起きているのか考察する｡

土田帽子 :老齢ザルにおける図形弁別学習

図形弁別課題とその転移課題について､老齢ザ

ルと若齢ザルの成績を比較検討した｡その結果､

老齢ザルでは両方の課題において成績の低下が見

られることが明らかになった｡

藤田志歩 :ニホンザルの性行動

金華山に棲息する野生ニホンザルを対象に､交

尾期のオスメス間交渉における行動パターンの時

間的変化を記録し､同時に生殖関連ホルモンの測

定に用いる糞のサンプリングを行った｡

く研究業損)

論文

一英文-

1)Shimada,MK & Shotake.T.(1997)Genedc
variationofbloodproteinswithinand

between localpopulationsofgrivet

monkey(Cet･coplEhecusaeu71opsaethL'ops)

incentralEthiopia.Primates38:399-414.

2)Okamoto.K.(1997)Long･term research
andconservationofMacacamaurusinthe

KaraentaNatureReserve,SouthSulawesi.

SdawesiPrimateNewsletter4(2).

3)Sato.A.Kanazawa.S,皮Fujita.K.(1997)

Perceptionofobjectunityinachimpanzee.

JapanesePsychologicalResearch 39:191-

199.

4)Hirata,S.,Myowa.M..& Matsuzawa.T.

(1998)Useofleavesascushionstositon

wetgroundbywildcllimrm Am eriCan

JournalofPrimatology44:215-220.

-和文-

1)岡本暁子 (1997)ムーアモンキーのラウドコ

ール.モンキー 274:12-15.

2)岡本暁子 (1997)ビデオを使ったフィール ド

調査法の利点と問題点.霊長類研究13(3):223-
227.
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3)伊藤浩介 (1997)霊長類の性格の査定.霊長類

研究13(1):53-64､
4)杉浦秀樹､揚妻直樹､田中俊明､大谷達也,

松原幹､小林直子(1997)屋久島､西部林道に

おける野生ニホンザルの餌付き方の調査.霊長

類研究13(1):41-51.

5)平田聡 ･訳 (1997)幸島のニホンザル自然群

で新たに獲得されたプレカルチュア的行動.

(MasaoKawai''Newly-acquiredpre-cultural

behaviorofthenaturaltroopofJapanese

monkeysonKoshimaIslet.''primates6,

1965).現代のエスプリ ｢行動の伝播と進化｣.

359:35-70(訳者解説 pp.71-74).

学会発表等

一英文-

1)Shimada,MK.(1997)PopulationGenetics

ofwildOldWorldMonkeys:thecaseofthe

GrivetMonkey(CeTCOPLthecusaethL'ops

aethJ'ops).TheTri-Nationalmeetingon

molecularevolution(RelatedConferenceof

theInternationalConferenceonMolecular

BiologyandEvolution1997).(June.1997;

MunichGermany).

2)Kurita,H..Matsui.T.&Tokida.E.(1998)

Sexdifferencesininfantmortalityof

Japanesemacaques.InuyamaSymposium

'RecentTrendsinPrimateSocioecology'

(Jam.1998,Inuyama.Japan).Abstractsp.26.

3)Kureta.Y.(1997)Vocalexchangeof

cotton-toptamarinsinanisolatedsituation

25thInternationalEthologicalConference

(Åug.1997,Vienna,Austria).Abstract

p.125.

4)Tanaka.Y.,Koyama.T.,andMikami,A.

(1997)Neuronsinthetemporalcortex

changepreferreddirectionbyform.

Neurosci.Res.Sup.21:1614.

5)Itoh,K.(1997)Developmentoftheater-

boxtesttoassesssensationseekingin

monkeys.InternationalSocietyforthe

StudyofIndividualDifferences(Jdy19-22.

1997.Aahus,Denmark).

6)Ohira,K..Shimizu,K.andHayashi,M.

(1997)ChangeofTrkBexpressioninthe

developingmonkey centralnervous

system.The27thSoc.forNeurosci.(Oct.,

1997,NewOrleans,USA).Abstracts23:58.

7)H止ata.S.(1998)Cl血 pan 托 e'Sunderstandh唱

ofothers'mind.文部省科学研究費補助金重点

領域研究 ｢心の発達｣認知発達班コロキアム

(Mar.1998,Tokyo).

-和文-

1)嶋田誠(1997)グリベットモンキー(脚 】ecus

aeulJ'opsaeu]llops)野生群におけるミトコンド

リアDNA変異.第13回日本霊長類学会大会

(1997年7月,札幌).霊長類研究13(3):241.

2)揚妻直樹 ･岡本暁子 ･小嶋群三 (1997)オ

ーバーラップするチンパンジーのバントフット

の意味.第13回日本霊長類学会 (1997年7月､

札幌).霊長規研究 13(3):267.

3)松村秀一 ･岡本暁子 (1997)ムーアモンキー

の個体間の空間的近接に影響する要因-どんな

時に誰のそばにいるのか?第13回日本霊長蛾

学会 (1997年 7月､札幌).霊長較研究 13(3):

234.

4)岡本暁子 ･松村秀一 (1997)ムーアモンキー

のαオスはなぜラウドコールを出すのか. 日本

動物行動学会第16回大会 (1997年11月､京

都).発表要旨集p.39.

5)松村秀一 ･岡本暁子 (1997)r仲直り行動｣

の進化モデル.日本動物行動学会第16回大会

(1997年11月､京都).発表要旨集 p.38.

6)呉田陽一 (1997)ツタボウシパンシェの会話

分析 (1997年4月､大津).動物心理学研究

47(2):201.

7)泉明宏 (1997)ニホンザルとヒトにおける無

音区間の長さの知覚.第13回日本霊長類学会大

会(1997年7月.札幌).霊長規研究 13(3):285.

8)泉明宏 (1997)ヒトとニホンザルにおける無

音区間の長さの知覚.日本音響学会聴覚研究会

(1997年11凡 京都). El本音響学会聴覚研究会

資料 Hl97-79.

9)大平耕司､消水慶子､林基治 (1997)発達期

サル脳におけるTrkBの発現変化｡第20回日本

神経科学大会 (1997年7月､仙台).大会抄録典

p.75.

10)竹元博幸(1997)ポッソウのチンパンジーにお
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ける採虫行動の季節変化 :節13回日本霊長較学

会大会(1997年7月､札幌). 霊長輔研究 13

(3):266.

ll)松原幹(1997)ニホンザルメスの活動時間配分

におけるコンソート様式の影野.苅13回日本霊

長琉学会大会(1997年7月､札幌).霊長切研究

13(31271.

12)水谷俊明(1997)テナガザルはどうしてあんな

に大きな声が出せるのか?日本動物行動学会第

16回大会(1997年11月,京都).発表要旨集

p.40.

13)加藤まどか.長谷川良平.三上章允 (1997)ア

カゲザルにおける記憶の符号化.第13回日本霊

長規学会大会 (1997年7月､札幌).霊長類研究

13(3):284.

14)加藤まどか.長谷川良平.三上孝允(1998)想

起にもとづく刺激選択に関与するサル外側前頭

連合野のニューロン括臥 日本生理学会 (1998

年3月,金沢).

15)早川祥子(1997)ヤクシマザルの繁殖戦略と群

外オス.第13回日本霊長類学会大会 ((1997年7

月､札幌).霊長類研究13(3):229

16)平田聡 ･ドラ=ビロ･松沢哲郎(1997)食物を

めぐる葛藤状態におけるチンパンジー達の行動.

日本動物心理学会第57回大会(1997年4月,滋

賀).動物心理学研究47:199.

17)平田聡 ･明和政子 ･松沢哲郎(1997)桑のざぷ

とん:野生チンパンジーの新しい道具使用.第13

回日本霊長類学会大会(1997年7月.札幌).霊長

規研究 13(3):270.

18)平田聡 ･松沢哲郎(1997)チンパンジーの宝探

しゲーム.日本動物行動学会第16回大会 (1997

年11月.京都).発表要旨集 p.54.

19)土田順子 ･川崎勝義 ･山海直 ･久保南海千 ･

寺尾忠治 ･牧野順四郎 ･小山高正 ･吉川泰弘

(1997)老齢カニクイザルの指迷路学習におけ

る行動解析.第13回日本霊長類学会大会 (1997

年7月､札幌).霊長頬研究 13(3):286.

21)船越美穂 (1997)北アルプス何部に生息するニ

ホンザル5群の行動域と邦境選択.節3回野生生

物保甥学会静岡大会(1997年9月.静岡).

22)披迭邦夫 ･船越大穂 ･三戸幸久 ･和田一班

(1997)新聞報道に見る三ホンザル.節3回野生

生物保預学会静岡大会(1997年9月.静岡).
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学位取得者と論文出目

京都大学博士(理学)

嶋田 誠 (放校):Population geneticaland

phyl喝 eOgmPhlcalstudiesonw旬dIⅥ)ula也⊃ns

ofgrivetmonl(ey (CbLlm PL'dZecus aeddoLZS

aeu11ops)in centralEthiopia.(エチオピア中

央部におけるグリベットモンキー野生集団の集

団迫伝学的および系統地理学的研究)

岡本暁子 (課程):Loudcallsin wild moor

macaques (Macaca maut･us):Analyses

onthemovementofmeemitterandgroup
membersbeforeandaftertheca】1.(野生

ムーアモンキーのラウドコール :ラウドコール

の前後における発声者と群れメンバーの動きの

解析)

Gurja Belay (祝程): Population genetics
ofgeladababoons,TheropLEhecusgeIada.
in Ethiopia,inferred from nuclearand
mitochondrialDNA.(核およびミトコンドリ

アDNAによるエチオピアのゲラダヒヒの集団

迫伝学)

京都大学棟士

平田 聡 :チンパンジーにおける他個体のもつ

知識の理解

加藤まどか :視覚的イメージの想起に関わる前

頭連合野の神経機構

船越美穂 :冷温帯林における野生ニホンザルの

農林業被宵と自然環境要因

東 由香子 :コモンマーモセットにおける胎盤

吻合キメラ現象の細胞迫伝学的解析

早川祥子 :ヤクシマザル野生群の繁殖戦略と交

尾パターン

Dyah Perwitasari･Farajallah :インドネシア

ジャワ島のカニクイザル地域集団にみられる血

披タンパクとミトコンドリアDNAの変異

大学院コロキアム

苅1回 :1997年6月25日 (水)

｢行動と遺伝 -うまれかそだちか-



講演者と演題 :

嶋田 誠 (D5)｢平和な社会 :野良仕事での雑感

とお座敷のレピュ-｣

伊藤浩介 (Dl)｢幸せは迫伝する｣

毛利俊雄 (形態進化)r量的遺伝学と文化人類学

からみた遺伝と環境J

杉浦秀樹 (認知学習)｢霊長類の発声行動は可塑

的か?｣

田中伊知郎 (生態機構)｢社会の存在 :ニホンザ

ルにおける交渉相手による行動発現の拘束｣

企画 :泉 明宏､加藤まどか､東 由香子 (以上

TA)相見浦 (カリキュラム委員)

内容 :動物の行動は､迫伝的な基盤の上に成り立

っている一方､環境条件に応じて変化しうる可

塑性をあわせ持つ｡では､｢学習 (そだち)｣や

｢本舵 (うまれ)｣という言葉で語られる意味は

一体何なのだろうか｡動物の行動が進化の産物

であることをふまえながら､多角的に検討した｡

肘泊が広範Bflに渡り行われた｡(参加者 :約50

名)

(文責 :相見 浦)

第2回:1997年12月17日 (水)

r新 ･霊長枚挙の現在-ⅠⅠ｣

講演者と荻題:

r口頭発表者｣

小川秀司 (社会構造)｢女子大生40人は､同時と

交互の 囚̀人ジレンマゲーム'と チ̀キンゲー

ム'で協力したり.相手の行動や意思決定のプ

ロセスを予測して操作していたか?｣

佐藤 明 (D2)｢知覚的補完｣

呉田陽一 (D2)｢嘱乳動物の指向性聴覚｣

田仲祐介 (D2)｢神経細胞が情報をコードすると

いうこと｣

小山哲男 (阪大 ･医)｢痛みの多様性:生理､心

理､行動､社会｣

｢ポスター発表者｣

座馬耕一郎 (京大 ･理 ･人類進化)｢衛生的機能

からみた毛づくろい行動の部位選好性｣

溝田 穣 (形態進化)rヒト以外の霊長規の思春

期身体発育:長さ次元にもスパートはある｣

宮本俊彦 (Dl)｢ニホンザルの性による下肢骨外

形の速い｣

DyahPerwitasariゼarajallah(M2)rGenetic
characterizationwithinandbetweenlocal

populationsoflongtailmacaque(Macaca

FascLcuJan'S)on theisland ofJava.

hdonesia｣

杉山幸丸.(生態機構)rポッソウ･チンパンジーの

道具使用の多様さ･複雑さ･レベルの高さJ

松村秀一 (生態機構)｢~仲直り行動●'の進化モデ

ル｣

金沢 創 (京大 ･文 ･心理)｢テンパンジ-のか

けひき -ビデオによるエピソード研究-｣

鈴木修司 (思考言語)｢チンパンジーのトークン

使用｣

水谷俊明 (Dl)｢テナガザルの音声発達｣

泉 明宏 (Dl)rヒトとニホンザルにおける無音

声区間の長さの知覚｣

佐藤暢哉 (広大 ･生物圏科学)｢側頭桑腹内側部

における物体および空間位置記憶機能の分布J

林 基治 (器官調節)｢マカクサル梅馬における

TrkB含有細胞の個体発達｣

大塚麻里子 (器官調節)rTheovarian interstitial
cellsofcyclicfemalehamsterssecrete

inhibinandtheluteinizinghormone(LH)

surgestimulatesitssyn仇esis｣

大平耕司 (Dl)rChangeofTrkBexpression

inthedevelopingmonkeycentralnervous

system｣

景山 節 (退伝子情報)｢ヒト.ニホンザル.タ

マリンの消化酵素ペプシノゲンの多様性と進

化｣

YuSungSook(遺伝子情報) ｢Cerebral

autoregulation｣

企画 :泉 明宏､加藤まどか､来 由香子 (以上

TA)､景山 節 (カリキュラム重点)

内容 :本コロキアムは大学院教育の-賞として､

霊長類学の学際性､総合性を高めるため企画さ

れているものである｡TAが中心となって企画,

立案し､カリキュラム委員がそれをサポートす

るという形で行われた｡昨年に引き続き各学問

分野から色々な研究を発表してもらい議論と交

流を深めるということで､口頭とポスターを併

用し20名の発表があった｡また本年度は教官会

議より旅資の補助を受け,外部研究者も一部招

待された｡活発な討論が行われ盛況であった｡
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(参加者約50名)

(文fl:穴山 節)

(3)外国人研究員
1)招へい外国人学者

氏 名 :Suryobroto,Bambang

受入教官 :竹中 修

研究耽招 :インドネシア国スラウェシ島のマカカ

屈サルの分子系統学

招へい期間 :9.4.4-9.5.10

氏 名 :Basabose.KanyunyiA.

受入教官 :山稜寿一

研究課題 :ゴリラとチンパンジーの生態学に関す

るfZ料分析

招へい期間 :9.1.19-9.6.30

氏 名 :FagotJoel

受入教官 :友永雅己

研死課題 :大域処理優先効果についての比較分析

アプローチ

招へい期間 :9.6.27-9.7.30

氏 名:Soltis.JosephMark

受入教官:杉山幸丸

研究課題 :野生ニホンザルの配偶者選択の行動 ･

迫伝学的研究

招へい期間 :9.7.1-10.6.30

氏 名 :Loverde.PhilipThomas

受入教官:平井啓久

研究課題 :住血吸虫ゲノム解析に関する共同研究

招へい期間 :9.7.14-9.7.23

氏 名 :Hayes,VanessaJane

受入教官 :杉山幸丸

研究課招 '.霊長類とくにニホンザルの行動 ･生態

学的研究

招へい期間 :6.3.29-10.3.28

氏 名:Hammad.HanaaEl･Mohamady

受入孜官:平井啓久

研究課娼 :住血吸虫籾の分子細胞迫伝学的研究

招へい期間 : 9.8.15-9.10.13

氏 名 :Ⅰversen.IverHans

受入教官 :友永雅己

研死課題 :チンパンジーの詑知機能の実験的分析

招へい期間 :9.8.12-9.ll.18

氏 名 :Setyadji.RinaHcrlina

受入教官 :竹中 修

研究課題 :インドネシア スラウェシ･マカクの

遺伝的分化

招へい期間 :8.10.10- 9.7.31

10.I.14-10.3.31

氏 名 :Farajallah.Achmad

受入教官 :竹中 修

研究課題 :熱符の動物の多様性に関する研究

招へい期間 :9.7.9-9.8.28

2)外国人受託研究員

氏 名 :Samuel.KagoNjubi

受入教官 :後藤俊二 ･波速邦夫

研按項目:霊長規保讃管理

研修期間 :9.8.ll-9.8.27

(4)日本人研究員 ･研究生
1)日本学術振興会特別研究員

氏 名 :友永利佳子

受入教官 :松沢哲郎

研究課題 :ヒト乳幼児とチンパンジーの対象操作

における認知発達の比較

受入期間 :9.4.1-10.3.31

氏 名 :中村徳子

受入教官 :松沢哲郎

研究課題 :チンパンジー乳幼児とヒト乳幼児にお

ける認知機能の発達の比較

受入期間 :9.4.1-12.3.31

氏 名 :杉油秀樹

受入枚官 '.正市信男

研究設題 :ニホンザルにおけるクー ･コールの機

能の研究

受入期間 :8.1.1-10.12.31
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